
参
議
院
議
員
選
挙
が
７

月
３
日
公
示
、

日
投
票

20

で
始
ま
り
ま
し
た
。

自
公
を
参
院
で
も
少
数

に
追
い
込
み
、
日
本
の
政

治
を
変
え
る
選
挙
で
す
。

そ
の
最
大
の
力
は
、
自

民
党
政
治
と
正
面
か
ら
対

決
し
、
国
民
の
立
場
で
対

案
を
示
す
日
本
共
産
党
の

躍
進
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
立
憲

民
主
党
な
ど
と
の
選
挙
協

力
に
つ
い
て
、
福
島
、
鹿

児
島
、
岡
山
の
３
選
挙
区

で
共
産
党
の
候
補
者
擁
立

を
取
り
や
め
、
一
本
化
を

図
り
ま
し
た
。

そ
の
他

選
挙
区
で
は

14

擁
立
せ
ず
、
合
計

の
１

17

人
区
で
、
候
補
者
の
一
本

化
を
決
定
。

山
形
な
ど
、
立
民
が
候

補
者
を
擁
立
し
て
い
な
い

９
つ
の
１
人
区
は
、
自
公

と
、
補
完
勢
力
の
維
新
、

国
民
民
主
な
ど
と
た
た
か

い
、
日
本
共
産
党
こ
そ
が

市
民
と
野
党
の
代
表
と
し

て
勝
利
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
回
の
政
治
戦
の
中
心

は
、①

暮
ら
し
の
切
実
な
要

消
費
税
、
賃
上
げ
、

求
（

医
療
と
介
護
の
危
機
、
コ

）
に
こ
た
え
、
２

メ
問
題

財
界

つ
の
政
治
の
歪
み
（

優
先
と
、
ア
メ
リ
カ
言
い

）
を
変
え
る
。

な
り

、

②
大
軍
拡
を
や
め
さ
せ

９
条
を
生
か
し
た
平
和
外

交
を
め
ざ
す
ー
で
す
。

自
公
を
少
数
に
追
い
込

む
た
め
に
、
日
本
共
産
党

の
躍
進
が
何
よ
り
決
定
的

に
重
要
で
す
。

、

昨
年

月
の
開
催
で
は

10

、

約
２
０
０
０
人
が
来
館
し

好
評
で
し
た
。

今
回
は
、
鎌
倉
市
に
あ

る
内
田
正
泰
は
り
絵
美
術

館
か
ら
作
品
を
借
り
、
東

田
川
文
化
記
念
館
開
館
30

年
記
念
企
画
展
と
し
て
開

催
で
す
。

内
田
正
泰
（
う
ち
だ
ま

さ
や
す
）
氏
は
、
日
本
の

「
は
り
絵
」
の
第
一
人
者

で
、
２
０
１
９
年
９
月
12

日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

春
夏
秋
の
ピ
エ
ゾ
グ
ラ

フ
の
作
品
を
中
心
に
多
数

展
示
し
て
い
ま
す
。

見
覚
え
の
あ
る
永
谷
園

の
あ
さ
げ
・
ひ
る
げ
・
ゆ

う
げ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
絵

、

。

も
内
田
氏
の
作
品
で
す

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と

【

】

ミ
ニ
体
験
無
料

要
予
約

７
月

日
（
日
）

◎
期
日

13

時
と

時
予
定

10

14

は
り
絵
体
験

栞
づ
く
り

講
師
：
内
田
正
泰
記
念
ギ

ャ
ラ
リ
ー
内
田
美
枝
子
氏

★
グ
ッ
ズ
販
売

原
画
・
複
製
画
（
ピ
エ

B5ゾ
グ
ラ
フ
・
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
・
書
籍
・
一
筆
箋

）

・
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
ポ

ス
ト
カ
ー
ド

無
料

◎
入
場
料

2025年 月 日７ ６
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（月２００円程度）
6月 32人 29,900円
5月 37人 29,070円

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

日
向
富
編
・
歌
集
「
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
」
③

第
２
回
例
会
詠
草

昭
和

年
１
月

45

病
室
の
窓
辺
に
立
ち
て
青
桐
の
昨
日
と
同
じ
葉

の
数
か
ぞ
ふ

池
田
竹
恵

七
歳
児
の
佳
き
日
の
祝
ひ
胸
に
充
つ
饅
頭
配
る

喜
び
の
顔

石
川
き
く
せ

新
春
の
門
出
に
今
年
も
出
稼
ぎ
に
出
で
行
く
親

を
見
送
る
子
ど
も

石
川
重
雄

ま
と
ま
ら
ぬ
歌
を
幾
度
も
作
り
替
え
元
朝
静
か

に
窓
白
み
た
り

石
川
民
子

亡
き
妻
を
弔
う
客
を
も
て
な
し
つ
務
め
て
笑
ふ

声
の
む
な
し
き

石
川
錬
太
郎

門
松
も
取
り
除
か
れ
て
友
は
行
く
故
郷
後
に
業

を
求
め
て

奥
山
喜
三
穂

農
協
の
ス
タ
ン
ド
に
寄
り
て
お
茶
飲
み
つ
弾
む

話
は
一
割
減
反

海
藤
徳
三

の
ど
か
な
る
川
面
に
遊
ぶ
白
鳥
は
餌
を
与
へ
ら

れ
和
や
か
な
り
き

国
井
久
三
郎

母
張
り
し
障
子
の
白
さ
寒
入
り
の
目
覚
め
に
見

る
は
ま
ぶ
し
か
り
け
り

小
鷹
和
子

泣
き
す
が
る
乳
児
を
見
向
か
で
ひ
た
走
り
吹
雪

く
早
朝
免
許
取
る
嫁

小
鷹
竹
尾

初
春
や
松
の
緑
も
色
冴
え
て
小
鳥
の
声
も
賑
は

し
か
り
き

佐
藤
元
蔵

人
の
世
の
明
る
さ
暗
さ
身
に
秘
め
て
今
宵
も
散

り
ぬ
赤
き
ま
ん
り
ょ
う

須
田

稔

稲
作
の
減
反
政
策
気
に
し
つ
つ
妻
を
促
し
田
に

堆
肥
引
く

土
田
昭
太
郎

山
茶
花
の
紅
重
な
り
か
さ
な
り
て
新
し
き
年
の

庭
暖
か
し

日
向
良
子

自
公
と
補
完
勢
力
と
た
た
か
い
、

日
本
共
産
党
の
勝
利
を
め
ざ
す

北海道・東北・北関東ブロ
ック はたやま和也候補

山
形
選
挙
区

三
井
寺
修
候
補

内
田
正
泰
「
は
り
絵
の
世
界
・
春
夏
秋
」
展

内
田
正
泰
「
は
り
絵
の

世
界
・
春
夏
秋
」
展
が
、

６
月

日(

土)

か
ら
７
月

28
日(

日)

ま
で
、
東
田
川

20文
化
記
念
館
・
明
治
ホ
ー。

ル
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す



（

）

議
員
向
け
内
覧
会

日
24

新
朝
日
庁
舎
・
消
防
朝

日
分
署
が

日
オ
ー
プ
ン

30

し
ま
し
た
。

バ
ス
待
合
や
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
で
き
る
多
目

「

」

的
ス
ペ
ー
ス
み
な
く
る

や
、
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ

ー
、
太
陽
光
発
電
な
ど
を

備
え
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
で
進
め
る
「
デ

ジ
タ
ル
化
先
行
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、

１
、
市
民
窓
口
の
デ
ジ

タ
ル
化
、

２
、
ス
マ
ー
ト
市
役
所

の
推
進
、

３
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
、
を
進
め
ま
す
。

工
藤
博
司
氏
が
６
月
27

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
88

歳
。）生活

協
同
組
合
共
立
社

参
与
を
２
０
０
３
年

月
12

に
退
職
し
、
優
れ
た
俳
句

を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

「
民
報
」
に
、
２
０
０

９
年

月

日
号
か
ら

11

15

14

年
８
月

日
号
ま
で
１
２

24

３
回
に
わ
た

っ
て
『
農
、

の
恵
み
と
俳

句
』
を
連
載

い
た
だ
き
ま

し
た
。

謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま

す
。

入
院
期
間
中
に

、「

」

入
院
は
忙
中
閑
あ
り

と
あ
り
が
た
く
甘
え
さ
せ

て
も
ら
っ
た
が
、
家
の
者

を
始
め
多
く
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま

日
間
で
良
か

10

っ
た
で
す
。
ト
マ
ト
は
、

支
柱
が
足
り
ず
寝
て
い
た

。

。

が
間
に
合
っ
た
感
許
せ

、

▲
し
か
し
入
院
を
思
え
ば

気
力
だ
か
体
力
だ
か
何
力

な
ん
だ
か
、
テ
レ
ビ
を
見

る
気
に
な
る
ま
で
何
日
か

か
っ
た
か
。
ク
イ
ズ
の
本

は
手
術
の
次
の
日
か
ら
見

な
が
ら
だ
。
寝
る
前
の
歯

磨
き
は
毎
日
だ
っ
た
が
、

朝
の
洗
顔
は
無
い
ん
だ
。

髭
剃
り
ナ
ン
テ
し
な
く
て

も
良
い
ん
だ
が
、
始
め
る。

ま
で
時
間
が
掛
っ
た
な
～

▲
髭
剃
り
が
出
た
つ
い
で

に
入
院
時
の
持
ち
込
み
物

に
つ
い
て
だ
が
、
入
院
生

活
に
必
要
な
も
の
は
、
セ

ッ
ト
で
貸
す
仕
組
み
が
出

来
て
い
る
ん
だ
。
だ
か
ら

俺
は
、
カ
ミ
ソ
リ
と
爪
切

り
だ
。
借
り
る
パ
ジ
ャ
マ

、

に
パ
ン
ツ
を
し
な
い
か
ら

パ
ン
ツ
も
い
ら
な
い
。
だ

か
ら
か
、
持
ち
物
が
少
な

い
事
に
看
護
師
さ
ん
、
こ。

れ
だ
け
っ
て
・
驚
き
の
声

▲
し
か
し
、
や
っ
と
見
た

テ
レ
ビ
に
米
売
り
が
出
て

い
た
の
だ
ヨ
。
都
議
選
中

だ
か
ら
だ
ろ
う
が
、
全
く

彼
の
垂
れ
流
し
だ
。
作
報

(
さ
っ
ぽ
う)

の
数
値
が
現

実
と
合
わ
な
い
か
ら
や
め

る
っ
て
事
は
大
問
題
だ
。

無
駄
遣
い
っ
て
事
？
国
会。

で
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
が

▲
国
が
食
料
と
み
る
も
の

と
、
農
家
が
出
荷
し
て
い

る
も
の
に
違
い
が
あ
る
こ

と
は
先
に
記
し
た
が
、
ナ

ゼ
瑞
穂
の
国
に
食
う
米
が

無
く
な
っ
た
の
か
を
検
証

無
し
で
や
め
る
と
は
、
責

任
放
棄
で
大
問
題
だ
。
作

付
け
制
限
を
強
化
す
る
為

に
無
理
に
数
字
を
い
じ
っ

て
い
た
こ
と
は
？
ア
ベ
は

消
費
税
を
引
き
上
げ
る
為

に
作
っ
た
か
ら
ナ
～
。

▲
と
も
あ
れ
、
米
価
へ
の

ぶ
ら
下
が
り
を
ど
こ
ま
で

や
る
ん
だ
大
臣
。
商
売
の

ジ
ャ
マ
だ
ろ

（
石
川
）

。。

新
朝
日
庁
舎
・
消
防
分
署
が

日
オ
ー
プ
ン

30

（

）

（

）

廃
宅

廃
宅

は
い
た
く

城
貞

藤
の
花

誰
が
屋
の
里
居
ぞ
苔
を
払
わ
ず

誰
屋
里
居
不
払
苔

た

お

く

り

き

よ

こ

け

は

ら

高
斎

主

無
く
壁
間

れ
る

高
斎
無
主
壁
間
隤

隤

こ

う

さ

い

あ
る
じ

な

へ

き

か

ん

く

ず

人
生

一
世

朝
市
を
異
に
す

人
生
一
世
異
朝
市

じ

ん

せ

い

い

つ

せ

い

ち

よ

う

し

こ

と

死

没
し
て
余
す
莫
し
尚
お
未
だ
回
ら
ず

死
没
莫
余
尚
未
回

し

ぼ

つ

あ

ま

な

な

い

ま

か

え

誰
が
住
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
屋
敷
に
は
誰
も
手
入
れ
も
せ

ず
に
、
苔
が
生
え
て
い
る
。

十
分
住
ま
い
の
出
来
る
家
で
あ
る
が
、
持
ち
主
の
い
な
い
家

の
壁
は
、
少
し
崩
れ
落
ち
て
い
る
。

人
の
一
生
は
、
一
世
代
で
変
わ
る
と
言
う
が
、
誰
も
い
な
く

な
り
後
は
絶
え
て
し
ま
い
、

、

。

何
も
な
く
な
り

家
か
ら
出
て
い
っ
た
人
は
ま
だ
帰
ら
な
い

廃
宅

屋

里
居

高
斎

主

＝
人
の
住
ん
で
い
な
い
家
。

＝
家
。

＝
住
居
。

＝
よ
い
家
。

＝
家
長
。
ぬ
し
。
持
ち
家
。

＝
壁
の
表
面
。

＝
く
ず
れ
お
ち
る
。

＝

壁
間

一
世

隤

一
生
。
三
十
年
の
間
。
家
長
の
一
代
。
人
の
一
生
涯
。
一
生
涯
で
た
だ
一
度
の
こ

と
。

＝
「
朝
市
」
は
朝
廷
と
盛
り
場
。

＝
一
世
代
で
人
の
世

異
朝
市

一
世
異
朝
市

は
さ
ま
が
わ
り
す
る
こ
と
。
昔
の
中
国
の
諺
に
な
っ
て
い
る
。

＝
死
に
絶
え

死
没

る
。

＝
残
り
な
に
も
な
く
な
る
。

＝
帰
る
。

莫
余

回

『
農
の
恵
み
と
俳
句
』
工
藤
博
司
氏
が
逝
去

氏名

連絡先

切り抜いて、共産党市議団や

民報配布者にお渡しください


